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早稲田大学同窓生の皆様 小平稲問 像 に入 会 しさせ ん か

私たち小平稲門会は、早稲田大学校友会から正式に認められた小平市在住の早稲田大学同窓生の集り

です。平成元年に創立し、現在は160名の会員が四季を通じてのイベントやいろいろな趣味の同好会に参

加して、楽しく活動しています。また、小学校へのゲストティーチAr―派遣など地域への貢献や現役学生諸

君の支援にも取り組んでいます。

小平稲門会は「早稲田と小平Jでつながつた集まりですが、出身地、

世代、職歴を超えた楽しい交流の場になつています。また、同窓と言う

ことの連帯感だけでなく、皆が/j平ヽ市に住んでいるということの安心感

や安らぎも感じられる会です。青春時代、早稲田の社に集った者同士、

また寄り合って生活に楽しいアクセントと彩りをつけてみませんか。元

気で楽しい会です。

お陰様で昨年度は新たに20名の方が入会されました。皆様にもぜ

ひ小平稲門会への入会をご検討下さいますよう、お願いします。入会を

お待ちしています。「イベント紹介J、「同好会の紹介」、「稲門会を楽しんでいますJをお読みいただき、ご質

問などある方はご連絡下さし、

ご入会いただける方は別紙「入会申込書」をご送付頂ければ幸いです。入会金は不要、年会費は3.000円です。

心のあ、るさと早稲田の社 大 限講堂

★年間を通して多移むイベントが行われていきす☆
千ョット覗じlてみ孝せんか? 楽 しめるここ請rキ合11です f

小平稲門会総会
例年 10月頃に 「ルネこだい らJで

判伴コ給会議事に加 えて、ア トラク

ション、懇親会な ど来賓 も力「わ り華

やかで楽 しいひと時です.

写真上i早稲田ハワイ民族舞踊研究会

新春交歓会
例年 2月 初めに

~ブ
リデス トンク

ラブ_で 開1佳=毎 回多数の会員が参

加 し、今年の抱負を語つた り、吉話

に化を咲かせた り和気義説 とした集

いを楽 しんでいます.

小平稲門会年間行事予定

小平稲門会総会

(10月 ル ネこだいら)

稲門祭に参加 (10月)

・BBQパ ーティー (11月)

・新春交歓会

(2月  ブ リデス トンクラブ)

・お花見会

(4月 初 小 金井公園)
・早慶戦応援ツアー (春 ・秋)

・夏の集い (7月 )
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十地域 献活動 |

こども達と′ヽイオリンを楽しむ会
小平桁門会初めての

「十け民公lT l !地域貢献

,舌動_ と して、2011年

8月 小r市 の小宇■を

付夕に、小平市中央公

|(角千
~r,HI佳

しま しl :

名材トス トラデ ィバ リウ

夏の集い 「小澤酒造」前で

ゲストティーチャー活動
!01111:kl)、  1ヽⅢ市げ)

小+`ヽ年11をネi夕に、FL

r、ァ、ぃ竹予占t・経験を生徒

たす)に伝える
‐
trヽキi中

に 堆 |エテ ィーチ十一 と

してみわ

|え共11、 li十′[十二ちのi舌

イゴド'i問 |,あり小気を帯

びたt)のとなっています

小、 卜 利東小で、実j伍して

スのよ末に参加者イヽ員

がはき人りました.    と なりのトトロより の大合唱
現在、

( 主ヽi '

授業風景
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いま 「小平柄門会ホームベージ」が面白い。今すぐアクセスを!
http //kodalratOumonkal com/

2 o o、イ|モ1211十二開設した小平柿円会ホーユ、ヤヽ一ジti、

2016午411に、装いt,新たに,ニューアル十一フンしよ

し,こ

会虫′ヽlF I吉杵!掟件tの場として、皆様がそれを十わ[んで

ちにしあるだすでなく、会虫語 rL h「ブ'多形なヤ【1政・十tヒ・

llけ〔・ブ、生llN岐が■える投稿のアヽ―ジ、1也btt ri市(|【子

lll 」仔会千1介、年rflF古せ1ル荷な生、十IL「Tッ)tt,t,)

▼辞 〔・山己字〔lLの場 としてtサ充実し、公京かi体 的 |こ

'rtした ■ 主ヽ
一十

1★ネ H次 を1=備し見やすいtサのに十:11, 1ってお )、

せOH年 10用以前の記事t,アーカイブスTlnとしてお

楽 し■いただけます

皆様も是非ご一覧、ご投稿下さい !

■
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集いの庭は小平な り

は村 it夫 (51年政経年)

rlが小平稲門会に人会したのは63歳の時、近隣にお

住いの大先査会員に戸〕1訪問にて勧誘いただき、州1決

で会員となりましたこ リ タイア後の人■設計や地域と

の関わり方を慎キ していた時期でt)あったび)でrlttに良

↓ヽタイミングでtぅありました, とはいえ、知 り合いの

方は全くなくどう関わつてよいかなどの戸さいもあり

ましたが、関連行事にお誘いいただくなどして参加す

るう土)に自然と皆さんに溶け込めるようになりました‐

という。)も皆さブレ、 とにかく、 お酒カミ々Iき、 お酒が'とヽ

い、おi西に評 しい.長 年酒顎メーカーに勤務 していた

私にとつては誠にヤいでしたこその後はイヒウとをはじめ、

純々なイベン トに参加後は必ずと言つて良い‖ 献 傾

ける革になりました.

リタイア後の地技への関わリブズ士、

さまざまな方tぅお り難 しいですが、

ここに柿円という共通項が加|わると

得難い安″亡ヽ感が生まれますこ是非皆

様の大会をお待ちしています‐

(3)

学 生 時代 に戻 れ る 「小 平 稲 門会 」

木本 方 村 (19年理工卒)

小|えfF町会、,1桶凹な学会、ファイナンスf~門会と、 3つ のOB

06会に入つている 小 F`IBPH会は一昨年からで最も新しく最t)リ

ラックスできる会だ 先 すが多いが、同じ大学を選んで、多感な

時期を過ごした宏心感がある= しかt)、会の連営は先苦が中心に

なつてやつていただけるので、後苦だからといつてこき使われる

こと )ヽない(失),い ろいろなイ!事の経験や趣味を持つ会員が多く、

趣味が拡がり深くなる.学 生時代に戻つた気分だ。面側なことは

極力排する方針のようで、会量の交流を深めるイベン トが中心だ

が、 十,内の小キ校で、卜i十年向けに、社会を学ぶ講座の出張詰義

t)している 公 として、キ:会京献t)していきたいとのこと。

ざる浩友イルF″t会、麻笹:J好会、稲酔会(とうういかい)に参加 し

ている 企 て水しいを今年の新春交献会のビンゴ大会では、お米

5 kgをゲットして、 うちの典

さんに宮ばれた(笑),

仕事が 段 落 してきている

人は もちろんだが、活動を拡

げたぃFL役の人にもお勧めで

きる小ギ稲門会だi

ふれあいと和みを求めて
塚木 恵 =( 4 8年 理工年)

かれ これ教年tiの人崎 日で売令に会“1生活を終了し、じつと我慢

してきたスホーツ白は中iに来っての 人 旅とか 眼 レフカメラを提

tザての H内外旅行とか、行きちたりばったりの資べ (飲み)歩 きと

か、悼れの時耕雨前生活とかにどっふ り浸る毎 日を過ごしてきて約

2イモ経ったある日、小r桁 門会の人会案内が手元に眉きました.

1:高なところ会千1押キ代は年がら年中様々な人間関係に右往左往 し

てきたわけで、今更新たなお付き合いは女H何なものかと思いました

が、勝手気女iな 年令i活 にtD少し飽きがきていたので思い切つて

入会しました.

何度かの会合を作敬 してみると、なんと気楽な楽 しい集まりで同

なの気|+4クがこれほどに和むtぅのとはと改めて5Aい印象を持つこと

となり=し た,

lkにHiたり白1のことで1士ありますが、いくら自分で好き

なことばかりやれる環境にあつても、やはり人は人との問

で白らを感 じ、みんなで楽しさ・章情らしさを分から合い、

とt)に歳をかさねていくから人間と言 うのでし■うか…こ

んな当たり前の事を気づかせてくれたのが小平稲門会ですi

勝手気主主な年今生活の中で何か物足りないものを感 じ

ているとか、余裕のある時間をやや持て余している皆さん

にはお初めです!是 ツ: 雑に思いの大を語 り合いませんかt

稲門祭 オ ープニングセ

～会員の声～ 稲門会を楽しんでll孝す

私たうお1らも入会をお薦めしきす f

1日10人以上の人と話すために
村木 央 り1( 1 6年政経年)

現役時代の夢だった海外旅行を終え、 ~目 標を

失つた感 じだな～Jと 気付いた時、退職時に左ブ、

から勧められた 「1日に、10人と話す- 100回深

呼吸する.1,000手書くi10,000歩歩く= |を思い

出して、 ドキッとした.「 人と話すことが、殆ど

無い !Jそ んな折に、小平稲門会の方が、欠し振

りに我が家に来て、入会を勧めてくれた.暫 くグ

ズグズしていたが、 「いくらなんでt)、これは不

味い !Jと 思い、決フきして2015年9月に入会.

最初に、BBQパ ーテイーに参加.力1人は持無.

なのに、4‖ 議なことに、無rl!なく溶け込めた.

そのL/iで、 早 速に同好会の合体像が分かる

のでニモクサロンに、新春交歓会で稲砕会

に、終会の帰 りにざる蕎友研に、吊内十会で

ワイン'Fに と、色々な方が背を押 してくれ

たお陰で、色々な同好会やイi事に参加!今

では、楽しい時をi邑ごさせて頂いている,

どうして一緒にいて楽しいのか? そ れ

は、 「芸lHらしr ノヽ、が沢 1い る集まりだか

らJと 索直に思 う.
〇中AsL3Aぜ対、
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ワイン研究会 稲酔会
毎月第3金曜日に 橋 学園駅傍のカフェ「力 楽 しく飲んで語らい、陶枠

サグランデJで開催しています。ワイン愛飲  す る全 旬弓第3和己日に、

家は勿論、ワインの魅力を知りたい方、大歓  主 に移 卜金井″)酔酉亡「虎

ゴルフ同好会
小平桶門会設立と司時に発足.
|キ秋年2回のフ舟/―を楽しんでい

まi

増田 :04か4635211

観劇の会
会員の志1進んと兜さんの野間洋子さんの事

富な情報で劇坊巡りを楽しんでいま|■出渡

俳恒との窓規会t)実施してい封 J

穂積 :04外33か2821

カラオケの会
お気に入りの取を、思い切り楽しむ会で4

毎ll第2木曜日、東大和市駅前ビッグボック

スで午後2日報け〕 ・_開イL

里予本寸!042-341-2365

麻雀 同好会

年6回 奇教月に国分十

の麻雀荘「三千院Jで開

1色1ゲーム1時間で5阿

戦を戦い、獲得得 点の

帥 )も衣彰しき 。

山口 :042341巧 191

名曲を聴 く会
同分千の名曲喫茶

「‐
/AえんJで毎月原則第

4御己日午後1時より3H手まで、商 しヽの名曲

のレヨードを鑑質,随時参llR、コーヒー付で

会費千円c
′1 サヽ|li 042Ⅲ64」9086

美術館を巡る会
春と秋の年2回、都内や近隣の実術館を巡る

会で先 夫し,Y鉢調夕いI芸を鑑真して 々

の生活に彩りをつけませんな 鑑賞後の楽し

い歓談もありまうl

小山 :042 3紹-82 1 3

イ一”一
軽
【rPです!

井垣 :09い H961471

ワセロスポを愛する会
野球・ラグビー・レガン

タ等の応援、東伏見運

動H!との交流等1旧云い

活動を軌 割表ワセ・

スポに大きな声援をお

送り下さ↓、

大島 :042増4か5942

ニモクサロン
毎月第2木陀日12時より、東大和市駅前ビッ

グボックスでの昼食会=食事と情十R交換、話

題豊富な時間を楽しんでいまキ 連絡不要

で、当日の自由参加が可能■コl

荒木 :042321理 954

寄席研究会
判椛詠頂申を本拠地に、自由参加型ギ綜Fi・

漫才 奇術 太神楽等の今府演去を楽しむ

会c終了後は懇親会を開催していまi

伊藤(徹):0423221541

帥 会
女性会員だけの懇親会.昼食会を中心に規
[=を図り、お五いの吏なる成長を願いたいと

フ思います、

荒木 :042宅218954

楽農会
鈴木街道のやや奥まった農地の一画を借り、

毎週1回集まつて、四呑折々の
“
旬の野菜作

り
'を

楽しんでい封 B

弓日本寸:090-7252-7852

居J~PTHl札

中村 0911725か 7852

映画研究会
2015 1々2月に発足.偶教月に近隣の映画館
で時 の々話題の映画を鑑宮する会でi鑑

賞後に懇親会もありまi

鈴木 :042屯447423

散策の会
東京地区を中夕L寸こ、昔隈かしい江戸の柾史

や 吉緒を訪オ■る会で九 散策の後は懇親会

を実施

潮 ミ:04か345均953

ざる蕎麦研究会
おi白の/tは、やはり蕎麦 !というご司/4thEI

の蕎刃ミを巡り、盃を重ねて喬麦縄 J「もりJ

I_り つくまでを楽しむ会。各回参加考募集.

山本 :042■ 737617

温泉を楽しむ会
温泉を愛する仲間で1

泊2日の温泉旅行を満

喫し、その十地の美味

しいお酒と料理を味わ

い、温泉街近邦を散策

→る 司年会で九

H]本寸i000-7252-7852

藤 同姶
級位者から有段者まで、女性1球)交え楽しく

対局しています。皆様ご一緒に知的ゲーム

を楽しみませメか ?

大島 :04234か 5942

存

≪ご―結に楽しみきせんかす≫
～ご入会されると～

1 入 会金無 し。入会年度 (入会年の9月末まで)の 年会費 い,000円)は 無料。
2 小 平稲門会ニュースが年 6回 、小平稲門会報が年 1回 配布 されます。

3 多 彩な 18の 同好会、バーベキュー大会などの年間行事に自由に参加でき楽 しめます。

4 大 学 ・校友会 ・小平稲門会情報、同好会開催通知などが、定期的にメール配信 されます。

5 地 域貢献活動に参加 して地域とのかかわ りを持てます。

*詳しくは小平稲門会のホームページ (httpi//kodairatOumonkai com/)をご覧ください。
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